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販路拡大へ !

有
人
国
境
離
島
特

有
人
国
境
離
島
特
措
法
が
ス
タ
ー
ト

措
法
が
ス
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ー
ト

有
人
国
境
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島
特
措
法
が
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タ
ー
ト

有
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国
境
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島
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措
法
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ス
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ト

1
億
8
0
0
万
円
の
補
正
予
算

1
億
8
0
0
万
円
の
補
正
予
算

1
億
8
0
0
万
円
の
補
正
予
算

1
億
8
0
0
万
円
の
補
正
予
算

雇
用
機
会
の
充
実
・
特
産
品
輸
送
支
援
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あんきに買い物できる環境を

満杯になった現処理場

有
人
国
境
離
島
特
措
法
が
ス
タ
ー
ト

1
億
8
0
0
万
円
の
補
正
予
算
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リニューアルした温水プール

質 疑
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物流にも支援拡大を !

平
田
議
員　

自
己
資
金
を
先

行
投
資
し
後
に
助
成
さ
れ
る

仕
組
み
で
あ
り
、
交
付
対
象

経
費
の
人
件
費
は
上
限
枠
が

定
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

定
住
対
策
課
長　

人
件
費
は
、

上
限
額
は
定
め
て
い
な
い
。

平
田
議
員　

人
件
費
の
上
限

枠
は
、
賃
金
一
人
当
た
り
正

規
職
員
は
30
万
円
、
臨
時
職

員
は
20
万
円
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
は
一
日
当
た
り
8

0
0
0
円
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
し
っ
か
り
確
認
す
べ
き

だ
。

髙
宮
議
員　

有
人
国
境
離
島

特
措
法
に
対
し
て
、
庁
内
で

ど
の
よ
う
な
体
制
で
取
り
組

ん
で
き
た
か
。

企
画
財
政
課
長　

総
合
窓
口

は
企
画
財
政
課
だ
が
、
関
係

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
関
係

課
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

髙
宮
議
員　

関
係
課
で
取
り

組
む
こ
と
は
理
解
で
き
る
が

例
え
ば
物
流
と
交
通
関
係
な

ど
総
合
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

全
課
長
が

共
通
認
識
の
も
と
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
色
々
な
課
題
・

解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
。

副
町
長　

企
画
調
整
が
出
来

る
組
織
を
作
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お
り
検
討
し
た
い
。

予算・条例等をチェック!予算・条例等をチェック!

質 疑質 疑質 疑質 疑
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カラス被害の対策は ?
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事業評価は町民と共に

国
民
健
康
保
険
制
度

に
は
、
約
3
5
0
0

万
人
の
自
営
業
者
や
所
得
の

低
い
年
金
生
活
者
や
非
正
規

労
働
者
ら
が
加
入
し
、
所
得

が
少
な
い
一
方
で
医
療
費
が

高
く
、
慢
性
的
な
赤
字
体
制

が
続
く
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

来
年
度
か
ら
「
国
保
の
都

道
府
県
化
」
が
実
施
さ
れ
、

都
道
府
県
が
保
険
者
と
な

る
。

　

こ
の
制
度
に
よ
る
町
民
へ

の
影
響
と
町
民
へ
の
周
知
は

ど
う
す
る
か
。

保
険
者
は
県
に
移
管

さ
れ
る
が
、
保
険
税

は
各
市
町
村
が
決
定
す
る
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
し
、
9
月
の
被
保
険
者
証

発
送
に
併
せ
周
知
す
る
。

新
制
度
で
は
納
付
猶

予
や
減
額
を
認
め
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
町
は
ど

う
対
応
す
る
か
。

新
制
度
に
な
っ
て
も

変
わ
り
な
く
継
続
さ

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
滞

納
者
へ
の
差
押
え
等
も
現
行

ど
お
り
行
う
。

町
の
未
納
者
対
策
の

考
え
は
。

本
町
で
は
町
税
等
徴

収
対
策
本
部
を
設
置

し
、
滞
納
町
税
等
の
徴
収
、

分
納
管
理
、
納
付
折
衝
を
行

っ
て
い
る
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
を

引
下
げ
、
国
保
税
の

高
騰
を
抑
え
て
い
く
に
は
国

庫
負
担
割
合
を
引
上
げ
、
国

保
の
財
政
構
造
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

①
国
民
健
康
保
険
は
社
会
保

障
制
度
で
あ
り
、
国
の
責
任
で

予
算
確
保
し
、
運
営
改
善
す

る
。
②
高
す
ぎ
る
国
保
税
を

引
下
げ
、
払
え
る
保
険
税
に

す
る
。
③
保
険
税
の
算
定
は

応
能
負
担
を
原
則
に
す
る
。

　

私
は
、
町
が
自
治
体
の
責

務
と
し
て
国
・
県
に
対
し
て

3
点
を
要
請
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

全
国
知
事
会
・
全
国

市
長
会
・
全
国
町
村

会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る

の
で
、
本
町
単
独
で
は
行
わ

な
い
。

医
療
・
介
護
総
合
法

や
医
療
保
険
改
革
法

に
よ
る
本
町
へ
の
影
響
は
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

平
成
26
年
6
月
と
平

成
27
年
5
月
に
改
正

さ
れ
た
が
、
現
段
階
で
は
評

価
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。
町
民
へ
の
大
き
な
影
響

は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

介
護
保
険
の
要
支
援
と
認

定
さ
れ
た
方
へ
の
給
付
は
、

本
年
4
月
か
ら
地
域
支
援
事

業
に
移
行
し
た
が
、
法
改
正

後
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
る
。

　

本
町
で
は
本
年
度
か
ら
多

様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

創
設
す
る
た
め
、
協
議
体
を

設
置
し
、
旧
町
村
単
位
に
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
担
い
手
の
養
成

を
図
る
。

平
成
28
年
度
よ
り
開

始
さ
れ
た
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
も
既
に
1
年
が

過
ぎ
、
2
年
目
に
入
っ
た
。

最
終
年
度
と
さ
れ
る
31
年
度

ま
で
に
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
町
づ
く
り
を
進
め
て
行

か
な
く
て
い
け
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
計
画
に

対
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
総
合
戦
略

の
検
証
方
法
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
検
証
機
関
に
つ
い

て
は
、
よ
り
住
民
参
画
の
推

進
や
効
果
検
証
に
対
し
て
、

そ
の
妥
当
性
・
客
観
性
を
担

保
す
る
た
め
、
行
政
外
で
の

検
証
機
関
も
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

8
月
中
旬
ま
で
に
検

証
作
業
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

検
証
方
法
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に

お
い
て
事
業
評
価
を
行
い
、

来
年
度
へ
の
対
応
や
方
向
性

な
ど
を
踏
ま
え
て
検
証
を
行

う
。
そ
の
後
に
行
政
外
部
の

委
員
で
構
成
す
る
検
討
会
議

で
総
合
評
価
を
す
る
。

こ
の
一
年
を
振
り
返

る
と
総
合
戦
略
に
対

す
る
住
民
の
意
識
は
、
策
定

時
に
比
べ
薄
ら
い
で
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
実
際
に

多
く
の
住
民
か
ら
「
総
合
戦

略
は
ど
う
な
っ
た
」
と
聞
か

れ
る
。
そ
の
要
因
に
は
総
合

戦
略
の
重
要
性
を
継
続
的
に

伝
え
き
れ
て
い
な
い
、
あ
る

い
は
町
民
自
ら
が
町
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境

が
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
と

思
う
。

　

今
後
、
目
標
達
成
の
た
め

に
住
民
の
意
識
改
革
を
行

い
、
住
民
自
ら
が
町
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
。

今
後
は
積
極
的
な
情

報
公
開
や
周
知
の
あ

り
方
を
創
意
工
夫
し
て
い
き

た
い
。
住
民
参
加
に
つ
い
て

は
、
『
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
住
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
機
会
の
確
保

な
ど
に
努
め
、
住
民
主
体
の

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
。
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今後の支所のあり方は ?

第
2
次
観
光
振
興
計

画
が
4
月
よ
り
施
行

さ
れ
た
。
3
月
議
会
で
観
光

戦
略
推
進
会
議
を
年
4
回
開

催
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
委
員
を
選
定

中
で
あ
り
、
来
月
末

を
目
途
に
任
命
を
行
う
。
な

る
べ
く
早
く
開
催
し
た
い
。

他
の
観
光
組
織
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
か
。

観
光
協
会
実
施
分
に

つ
い
て
は
幹
事
会
が

あ
り
、
そ
の
連
絡
会
議
で
連

絡
し
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
二
回
の
総
会
で
事
業
提
案

な
ど
行
っ
て
い
る
。
松
江
・

境
・
隠
岐
に
つ
い
て
も
課
長

レ
ベ
ル
の
連
絡
会
を
開
催
し

て
い
る
。

長
の
近
く
に
隠
岐
の
島
町
戦

略
会
議
の
よ
う
な
組
織
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
民

間
か
ら
も
有
志
を
募
り
、
開

か
れ
た
町
政
を
目
指
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
が
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う

上
で
柔
軟
性
の
あ
る
戦
略
策

定
や
横
断
的
な
組
織
の
動
き

方
、
事
業
全
体
を
幅
広
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
体
制
の
あ

り
方
等
、
改
革
し
な
け
れ
ば

老
朽
化
の
著
し
い
五

箇
支
所
・
中
出
張

所
・
布
施
支
所
は
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
や
布
施
公
民
館

な
ど
の
既
存
施
設
と
の
機
能

統
合
も
視
野
に
入
れ
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
の
中
核

施
設
と
し
て
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
職
員
と
住
民

が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
組
む
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
や
公
民
館
活
動
と
の
連
携

を
図
る
中
心
施
設
と
し
て
支

所
・
出
張
所
を
位
置
付
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

支
所
・
出
張
所
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
庁

舍
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
公

共
施
設
の
整
備
計
画
や
事
業

計
画
と
十
分
に
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
検

討
す
る
。

画
の
ゾ
ー
ン
別
施
策
の
基
本

方
針
を
も
と
に
、
毎
年
度
各

地
区
の
個
別
事
業
計
画
を
策

定
し
展
開
し
て
い
る
。
各
自

治
会
及
び
区
長
会
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
計
画
を
し
て

お
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

現
在
の
総
合
振
興
計

画
は
平
成
31
年
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
第
2

次
総
合
振
興
計
画
に
取
組
む

に
あ
た
っ
て
各
地
区
の
住
民

に
ど
う
計
画
を
認
識
し
て
も

ら
う
べ
き
か
を
考
慮
し
、
策
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内航海運業の将来は ?

研修を終えた新人議員

予防と安全確保のために

私
有
地
内
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
周
囲
1
0
0

ｍ
以
内
の
隣
人
の
承
諾
書
な

し
に
無
届
け
・
無
許
可
で
個

人
墓
地
を
新
設
す
る
と
、
隣

人
間
の
感
情
的
な
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
。
他
人
の
墓
石
が
眺

め
を
占
領
し
て
は
不
快
に
な

る
の
は
当
り
前
の
こ
と
だ
。

　

無
届
け
・
無
許
可
の
設
置

が
判
明
し
た
時
に
は
、
許
可

権
者
で
あ
る
町
長
は
業
務
改

善
命
令
な
ど
行
政
指
導
を
発

す
る
べ
き
だ
。

町
長
の
許
可
と
近
隣

住
民
の
同
意
書
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

更
に
周
知
徹
底
を
図
る
。

　

要
領
の
明
文
化
に
努
め
、

行
政
指
導
に
つ
い
て
は
十
分

検
討
す
る
。

い
と
い
う
保
護
者
の
声
が
あ

る
。
五
箇
地
区
で
は
「
ふ
る

さ
と
見
守
り
隊
」
が
通
学
の

安
全
確
保
に
奉
仕
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　

離
島
だ
か
ら
凶
悪
な
事
件

に
は
無
縁
だ
と
は
言
え
な
い

【
日
時
】

平
成
29
年
5
月
25
日
（
木
）

【
会
場
】

松
江
市
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね

　

新
人
議
員
4
人
で
新
人
議

員
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
「
議
員
必
携
」
を
も

と
に
島
根
県
町
村
議
会
議
長

会
の
清
山
事
務
局
長
を
講
師

に
、
議
員
と
し
て
の
心
得
な

ど
約
3
時
間
半
に
わ
た
る
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は

「
事
件
は
会
議
室
で
起
こ
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
現
場
で

起
き
て
る
ん
だ
！
」
と
言
う

セ
リ
フ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

議
会
で
い
う
「
事
件
」
と
は

会
議
室
で
し
か
起
こ
ら
な
い

と
い
う
少
し
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

（
緊
張
を
ほ
ぐ
す
）
か
ら
講
義

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
多
く
の
町
村
で
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
た

め
、
約
30
名
の
参
加
者
で
し

た
。

　

講
義
の
中
で
も
一
番
時
間

を
要
し
た
の
が「
議
会
用
語
」

で
す
。

・
読
み
方
は
同
じ
で
も
意
味

合
い
が
違
う
も
の

（
例
）
採
決
と
裁
決

・
同
じ
よ
う
で
違
う
も
の

（
例
）
兼
業
と
兼
職

・
知
っ
て
お
き
た
い
言
葉

（
例
）
会
期
日
程
と
議
事
日

程・
気
を
付
け
た
い
言
葉

（
例
）
事
件
と
事
故

な
ど
、
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
場

面
が
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
と
い
う
も
の
は
住
民

か
ら
選
ば
れ
た
存
在
で
あ

る
、
代
わ
り
は
い
な
い
、
住

民
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
行
動
や
言
動
の
基
本

を
こ
の
研
修
会
で
学
び
ま
し

た
。

　

余
談
で
す
が
、
今
回
会
場

で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
な

い
の
に
隠
岐
の
島
町
の
議
員

た
ち
は
「
竹
島
資
料
室
」
に

な
ぜ
か
集
ま
り
ま
し
た
。

　

隠
岐
へ
の
思
い
は
み
ん
な

一
緒
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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積極的な林業振興を

安全・安心な給食の提供を

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
平

成
29
年
度
補
正
予
算
や
条
例

改
正
等
、
6
議
案
で
あ
り
特

に
意
見
や
指
摘
事
項
も
な
く

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
し
と

し
た
。

　

ま
た
、
町
が
関
係
す
る
関

係
法
人
の
経
営
状
況
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

特
に
、
「
㈱
ふ
せ
の
里
」

で
は
、
平
成
28
年
度
の
決
算

の
結
果
、
約
２
０
０
０
万
円

の
赤
字
決
算
と
な
り
累
積
の

赤
字
額
が
約
3
6
0
0
万
円

と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

今
後
の
経
営
改
善
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◆
㈱
ふ
せ
の
里
経
営
状
況
報

告
（
第
26
回
株
主
総
会
）

　

赤
字
決
算
と
な
っ
た
主
な

理
由
は
、
歳
入
面
で
は
、
松

く
い
虫
防
除
事
業
量
の
減
、

間
伐
予
定
地
の
交
渉
が
遅
れ

た
こ
と
に
よ
る
減
な
ど
で
あ

る
。

国
保
制
度
が

　
　

変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

国
民
皆
保
険
の
基
盤
と
な
る

仕
組
み
で
す
が
、
近
年
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
は
1.3
倍

に
、
医
療
費
も
1.3
倍
に
な
っ

て
い
る
。
団
塊
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
平
成
37
年
に

は
、
国
民
医
療
費
の
総
額
は

61
・
８
兆
円
に
も
な
る
見
込

み
で
、
全
国
の
市
町
村
で
は

国
保
運
営
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
だ
。

　

将
来
も
安
定
し
た
国
保
運

営
を
行
う
た
め
、
国
で
は
追

加
的
な
財
政
支
援
を
し
て
、

平
成
30
年
３
月
か
ら
島
根
県

が
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
現
在
、
県
各
市
町
村
の

担
当
者
が
そ
の
仕
組
み
を
検

討
中
で
あ
る
が
、
詳
細
が
分

か
る
の
は
も
う
少
し
先
と
な

る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
更
は
、
い

ち
早
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ
り
、

担
当
課
に
要
望
し
て
い
る
。
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輸送支援で産業振興を

買い物困難者の強い味方に

加入促進を

下
水
道
の

　
　

  

加
入
促
進
を

　

下
水
道
は
、
加
入
率
が
51

％
と
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
加
入
者
の
料
金

を
次
第
に
上
げ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
加
入
促
進
へ
の
更
な
る

取
り
組
み
を
す
る
よ
う
委
員

会
と
し
て
指
摘
し
た
。

受
給
申
請
を

　
　
　

確
実
に
!

　

雇
用
機
会
拡
充
事
業
補
助

金
は
、
有
人
国
境
離
島
特
措

法
の
支
援
制
度
に
よ
り
、
農

業
活
性
化
・
畜
産
業
振
興
・

林
業
振
興
・
水
産
業
振
興
で

3
3
7
5
万
円
、
商
工
業
振

興
事
業
で
2
4
6
3
万
円
の

補
助
金
に
よ
り
、
創
業
1
件

と
事
業
拡
大
6
件
で
雇
用
増

16
人
の
計
画
で
、
1
人
当
り

週
20
時
間
以
上
勤
務
す
る
雇

用
を
増
や
す
こ
と
が
最
低
限

う
処
理
す
る
の
か
、
下
流
域

の
小
さ
い
河
川
に
最
終
的
に

排
水
す
る
な
ら
地
元
説
明
会

の
場
で
下
流
域
の
住
民
や
地

権
者
に
よ
く
説
明
を
し
て
、

災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

排
水
対
策
を
着
実
に
す
る
よ

う
指
摘
を
し
た
。

買
い
物
困
難
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
は
?

　

買
い
物
機
能
等
生
活
サ
ポ

ー
ト
事
業
補
助
金
は
、
無
店

舗
地
区
の
買
い
物
困
難
者
へ

の
対
応
策
と
し
て
、
食
料
品

や
日
用
品
の
移
動
販
売
を
し

な
が
ら
高
齢
者
等
の
安
否
確

認
と
連
絡
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
へ
移
動
販
売
車
購
入
費
な

ど
の
支
援
と
し
て
8
0
0
万

円
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
既
存

店
舗
の
近
く
で
販
売
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
既

存
店
舗
の
経
営
が
立
ち
行
か

な
く
な
っ
て
は
本
末
転
倒
で

あ
る
の
で
、
指
導
を
す
る
よ

う
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
見
守
り
事
業
は
福

祉
課
が
既
に
行
っ
て
い
る
見

守
り
事
業
と
の
連
携
調
整
を

す
る
よ
う
併
せ
て
指
摘
を
し

た
。災

害
防
止
措
置

　
　
　

  

の
徹
底
を

　

飯
田
地
区
残
土
処
理
場
建

設
工
事
は
、
建
設
残
土
の
搬

入
可
能
量
45
万
㎥
の
処
理
場

を
整
備
す
る
工
事
で
あ
る
。

　

年
間
2
〜
3
万
㎥
の
搬
入

を
予
定
し
、
15
年
間
使
用
の

見
込
み
で
あ
る
と
の
説
明
で

あ
っ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
洪
水
調
整

池
の
整
備
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
、
用
地
内
の
排
水
は
ど
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平成29年（夏）第49号
採決の状況


